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小玉さん：28 年前は「外断熱工法」というものもなかったので、
手探りでやりました。今は断熱だけでも、色んな工法がありま
すけどね。
編集部：この家の外断熱工法を具体的に教えてください。
小玉：工事屋さんと相談して単純な方法でやりました。コンク
リート壁の厚さが 18cm。その外側に 32kg/m3 の割と重い断熱
材、厚さにしたら 10cm くらいのものを押しつけて、さらに外
側に空気層を 3cm 取り、上下で空気が抜けるようにしました。
一番外側にサイディングを貼ったので、壁の厚さが 30cm にも
なりました。
編集部：窓はどうされたんでしょうか。
小玉さん：ガラスはペアガラスです。当時出たばかりの新製
品。でもサッシはアルミなので、断熱性は低い。だから窓枠は
問題かもしれない。ガラスの厚さは 6mm ですが、今出ている
12mm にすればもっと断熱性能が高くなると思います。
編集部：窓ガラスを Low-e にすればもっと上がりそうですね。
小玉さん：そうそう、だからいくらでも楽しみがあるんですよ。
特にオーニング。あれは今であればペアの製品がありますけど、
当時はシングルしかなかったわけです。あまり気密性も良くな
いので、インナーサッシを後から内側に入れたんですよ。
編集部：住みながら色々変えているんですね。

パッシブ住宅の住まいかた
編集部：この家はパッシブソーラーの実験場を兼ねた『実験住
宅」とのことでしたが、住まいかたも通常の住宅とは違うので
しょうか。
小玉さん：我が家の場合、熱容量も大きいし、断熱もされてい
るので、暖房機器があまり必要ありません。冬の朝でも室温が
15℃以下にはならないので、パジャマ 1 枚で布団から出られま
す。反対に言うとそれがパッシブの原則です。
編集部：暖房を入れなくても一定の温度に保たれるのは、やは
りこの家の熱容量が大きいからなんでしょうか？

小玉さん：そうですね、断熱もしっかりしているので、外気温
の変化を受けにくいということですね。
その代わり、窓や障子の開閉なども自分たちでやらなくてはい
けないのが、パッシブ住宅の住まいかたの特徴とも言えるで
しょうね。でも暮らしに手間がかかるからこそ、暮らしを通し
て住まい手にハイタッチな感覚が身に付くのではないかと思っ
ています。
編集部：パッシブ住宅の場合、特に暖房機器は必要ないのでしょ
うか。
小玉さん：最初は床暖房を入れていましたが、住んでいくうち
に必要じゃないとわかったので、今は入れていません。もちろ
ん寒い日もあるので、そういう日はヒートポンプの温水暖房を
使っています。あとは薪ストーブですかね。
編集部：反対に夏はいかがですか？
小玉さん：窓の前に植えたノウゼンカズラは落葉樹なので、夏
は葉を生い茂らせて日射遮蔽をしっかりしてくれるし、太陽高
度も高いので部屋の中に光が入って室内に熱が籠ることも少な
いので、部屋の中がそれほど暑くなることはありません。それ
と夏は夜間換気がけっこう効いていますね。夜間換気の重要性
はあまり知られていないようですが、夜に通気窓を開けて夜間
の涼しい風で蓄熱部分に冷気を溜めておくと、翌日まで持ち越
すことができます。夏季のパッシブ住宅では、日射遮蔽だけで
なく、この「蓄冷」も利用すべきです。
編集部：中間期ならではの暮らしかたはありますか。
小玉さん：その都度ですかね。中間期はどんどん短くなってい
る印象があるのは、地球温暖化の影響かもしれませんが、残念
ですね。中間期のように、冷暖房の要らない期間を長くするの
がパッシブデザインの目的といってもよい。また中間期は昼と
夜の温度差が大きいのも特徴ですよね。暑さ寒さが緩くなるだ
けでなく、一日の中に寒暖のリズムがあり、僕はそれを快適に
感じます。自分が育った家は、冬になるととても寒い家でした
が、中間期の心地よさは今でも覚えています。
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南面に植えられたノウゼンカズラは、夏には葉を茂らせ日射を遮り、冬には葉を落とし日ざしを取り入れる、天然の全自動外付けブラインド。

01 窓の外のオーニングは、窓磨き等のメンテナンス時の足場としても活躍する。
02 南側に設けられた「風除室」兼「温室」。「この家は熱容量だらけ」とは小玉さんの言葉だが、壁の厚みは確かにすごい。

03、04 棒の先にテニスボールが付いた謎の物体。高いところの建具を開け閉めする小玉家オリジナルの便利グッズ。
05 開けたり閉めたり、住まい手が自由に調節できるからこそ、細やかな調整が可能になる。

06、07 椅子やソファ、足元には暖かそうな敷物が。床はれんがタイル張り。熱容量の大きいコンクリート壁の効果と相まっ
て、外がマイナス 5 度になっても室温は 14 度を下らないとのこと。太陽熱を蓄えるパッシブソーラーの効果は高い。
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環境共生住宅の原点

編集部：私たち kkj は、自然のエネルギーを建築的な工夫で活
用する「パッシブデザイン」を、環境共生住宅の基本だと考え
ています。家単体の環境性能を上げるだけではなく、家を取り
巻く内外の環境にも目を向け、それらと上手に共生する住まい
づくりや暮らしかたを広めていこうというものです。「つくば
の家」ができてから 28 年経過して、環境共生住宅を取り巻く
社会的な状況もだいぶ変わりましたが、だからこそ今、原点に
立ち返る必要があると感じています。
小玉さん：パッシブって、「ロー・エナジー・アーキテクチャー

（Low Energy Architecture）」とも言える、あまり質の良くない
エネルギーをうまく使おうという発想です。自然の微かなエネ
ルギーを建築的な工夫やローテクで利用しようとするパッシブ
デザインは確かに環境共生の原点だよね。ローテクの方が住ま
い手は自分でやらなくちゃいけないから、よりハイタッチな感
覚が手に入るんですよ。
編集部：だから今回、先生のお話を伺えることになって、環境
共生住宅の原点についてもう一度見直すという意味でも、貴重
な機会をいただけたと思っています。
小玉さん：20 世紀はエネルギーがたくさんあった時代だから、

「それを使って何とかしろ」という発想だったわけです。でも
段々とエネルギーが少なくなってくると、今度はこれを効率よ
く使おうということになってきた。それはそれでとても大事な
ことなのですが、ハイ・エネルギーありきの世界だから、今度
は太陽電池を使ってハイ・エネルギーを手に入れて、効率よく
使えるようにするけれど、結局ロー・エネルギーを使おうとい
うことを忘れてしまっている。だから本質的なことはずっと変
わっていませんよね。
ハイ・エネルギーだけを問題にするのは、20 世紀に生きた人
たちの思考の惰性とも言えると思います。今の環境共生住宅の
設計者でも、そういう考えを持っている人が多いように感じま
す。
太陽電池を住宅に付けようという行為自体は、全く悪いことで
はなく、すごくよいことなのですが、その前段の考えとしてハ
イ・エネルギーを使わないようにする工夫が必要です。

ハイ・エネルギーはどのような用途にも使えるし、そのような
用途は増える一方です。一方、ロー・エネルギーは用途が限定
される。だからといって価値がないわけではない。エネルギー
の質と用途に応じた使い分けが重要なので、それによって、本
当の意味で省エネと環境負荷低減ができるのです。ロー・エネ
ルギーを上手に使うことがパッシブの特徴で、環境共生住宅の
基本なのですね。

デバイスの前に、建築家ができること

編集部：環境共生住宅とは住宅や設備といった「モノ」だけで
はなく、そこに住む人の「暮らし」があって初めて環境共生住
宅である、と言えると思うのですが。私たちはそれを誰かに伝
えようとする「核」が見つけられなくて苦労しています。例え
ば紹介した事例に太陽光パネルが載っていると、記事を読んだ
人には「ああ、太陽光発電システムのある家が環境共生住宅な
のね」と思われてしまいます。モノからその先へ、イメージが
発展していかないようです。
小玉さん：この家もパッシブソーラーに関心を持った人がたく
さん見学に来たけど、最初の方なんて「どこにパッシブソーラー
の暖房器があるんですか？」「どこに冷房機があるんですか？」
といったことをよく聞かれました。暖かくしようと思うと暖房
器が、涼しくしようとしたら冷房機が必要で、まず「モノ」が
ないといけないような発想になってしまっていた。昔はね、そ
うだったんですけど。
編集部：kkj は 20 年以上活動していますが、昔のお話を聞いて、
環境共生住宅を取り巻く本質的な問題は変わっていないように
感じました。
小玉さん：この間新聞に、部屋に光を入れる天井ダクトについ
ての記事が載っていて驚きました。「こんなものが新聞記事に
なるんだ」って。ちゃんと窓の設計をしていれば、そもそもそ
んなものは必要ないのに、その発想はないんだよね。
デバイスとか装置とか、「モノ」でなんとかしようという発想は、
繰り返しになりますが、20 世紀の惰性のように思えます。
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08 庭の石作りのキッチ
ンテーブルの上に、実りの
時期を迎えた柿が。

09 焚き火スペースを囲
むようにスツールが置かれ
ている。夏でも冬でも庭を
楽む暮らしぶりが伺える。

10 軒下には薪のストッ
クヤードが。薪割りと窓掃
除は小玉さんの担当。

11 リビングから庭に繋
がる窓の前に置かれた外用
の履き物。まるで庭がリビ
ングの一部であるかのよう
な住宅である。

12 庭木 1 本 1 本に、奥
さまによる樹名板が付けら
ている。初めて来た人でも、
樹木に詳しくない人でも楽
しめる。

ハンモックをつるして昼寝したり、家族揃って外でごはんを食べたり、
家の中だけでなく、庭での楽しみがあることがどれほど人の暮らしを豊かにしてくれるのか。
環境と共生する住まいの醍醐味は、こんなところにあるのかもしれない。
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